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花 粉 稔 性 に影 響 を及 ぼ す 気 象 因 子 か ら

見 た甘 煮 の 採 種 地 に つ い て

新 垣 秀 一

(琉球段男試斡場)

Ⅰ は L= あ に

沖机の砂掛虎男は､諮外同のそれと比べると体質的に

栴めて不利な粂作下に成り立っているとLl･われている｡

従･>て､ここ敬年の問にJF土政府の特,･E的な招田によっ

て都しく発Tyv:して来た沖机の砂船越Rも､A L政府が秒

桝だ劫の食rfH'F'l州 ヒにふみ切った今nでは牌遜的にも大

きくR'負せざるを料ない状鰻になって来た｡政肘 もここ

に臥いを致し､すでに1965年度からは枇男に関する試験

研兜機鮒を允光させて新らた忙1郎相可題を取り上げる方

針を決めている｡心うに現代は,粋予と技術の時代であ

る｡したがって､沖純の秒掛稚男が机述のような大きな

転換をなしJ茎げろためには､沖縦桁男の-17㍍をなす社会

的､解析的な.招集作を光明してfiかなくてほならないが

それとrrd"小こ技術に朋する允I抑(.)な創造的な0月発がなき

れなければならないとだえる｡

ひる払って､沖PB(こ於けるけ爪出没を見てみると､臓

めて冷細で粗放的で安漣性がない｡したがって､このよ

うな社会的背恩を持っ沖範の廿庶幾潔に､先進諸国に見

られる大塩段で大型機械による戯法を取れる こ とは､

｢月号'iれて道適かりき｣の感が深い｡これらの点を考え

るな らば､政府が胎児合理化の中心として育郁欝某をと

り上げ るのも容易に理解出来るものと思われる.

ところが ､職後の沖純では甘庶育柾の歴史がほとんど

見 当 らない｡屯約す､沖机で行われていた甘照の背屈野道

とい うの も､ そのほとんどが系統選抜に主眼がおかれて

い た｡ したが って､ これから沖純で甘腰の育越野選を進

めて行 くとす れば ､ まだまだ調委しなければならない多

くの問題 点 を鎖 してい る｡その一つとして､甘聴採種地

の選在 とい うの を取 り上 げ ることが出来よう｡云う迄も

な く､育 超 群菜 と云 うのは多 くのSと労力を要するもの

で あ る｡ したが って､多丑 の採 種 を必要 とす る背 位串 選

を進 め るに当 っては､経 済的 な面と甘虎の生態的な面と

の 両 面か ら採成 地 を選定 して お く必要が感じられる｡

本 調査 は､ この よ うな見地か ら南北にわたって長く位

伍 してい る沖柵 で は､ どち らの地域が甘源の採種地とし

て般 っ と も清 してい るか を主 として 甘煎品種 N:Co310

仲 座 栄 輝

く琉球腰菜試験場)

の花粉稔性を中心にして検討したものである｡本調査の

鮎巣が､甘煎育種の弔某発展にいささかでも寄与すると

ころがあれば評者等の辛とするところである｡

Ⅱ 璃 査 地 域

調奄地域および調査の時朋は､第1表に示す通りであ

る｡

第 1袈 調鹿地域及び認登時朋

詞&地域の選定に当っては､特略式象環境に留意し､

なるべく温度条件の異なる地域を選んT='｡また同一地域

内では,日当りがよく北風の当たらない所を調査地点に
選んだ｡

t 調 査 の 方 法

夏期の干魅と台風による被害が大きかった先島地方で

は､甘厳の生育が濃く出槻茎数率も極めて潜かったので

出穂茎数率の最っとよいところを巡視して宮古島で5地

点､石垣島､西表島で5地点を調査地点として選んだ｡

また､南大東島と沖組本島では､夫々1地点を調査地点

として選んだ｡

出碓茎数率の調査については､これらの調査地点のう

ちで出秘茎数率の高いところは茎数率で調査し､低いと

ころは面胡当りの出穂本数で表わすように調査した｡

また､花粉稔性の調査に当っては､夫々の地点から開

花期の槌を2穂当て採穂し､それらを100%アルコール

で固定して持ち帰った｡帰場後､70a/oアルコールで数周

洗源して保存､検崩した｡

花粉の牧羊は､アセ 'rカーミン液および4クわのヨード
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ヨー ドカリ液を用い通常の ｢なす りつけ法｣によって行

った｡まず､小花をスライドグラスに取り出し､その中

か ら2本の前を選 り分けて1本はアセトカーミソ液で他

の1本はヨードヨー ドカリ液で漁色して観察した｡親祭

花数は､1健からS/卜花､したがって1地点当り10小作

を観察した｡プレパラー ト作成後は､不稔托粉が稔花粉

よりも柊いために不稔花輪はプレパラー トの周 辺 に 散

り､稔花粉はプレバラ-1の中心に残[1--する傾向にある

のでプレバラーt全面にわたって全視野を観察した｡プ

レバラ- :･間の親祭花粉についての均一性検定は行わな

か った｡

Ⅳ 調査括果及び考察

1､生育の概況

第 1図および鰐 2図は､干'Bと風笛の大きかった先島

地方に於ける1%4年か平均気温と降雨塁を示したもので

ある｡

オl固 月別千:拘束う星
90

96

9LCI

IS

IO
Lt)

tJ1 1 9 + 6 8 T B 9 10 11 tl

琉 球 列島 にお け ろ1964年 か即 製句 境は､ 例 年 よ り も●tf

ポ･:の′E帝 に思 く､ 特:こi鳩 の伸長朋 にあた る 夏 朋 に は 末
個 有 D干 魅 が あ ったので甘舵の生 育が著 し く抑 制 さ れ

た D_特 に .先 島地 で は千1割こる故 習が大 き く . と ころに

ょ って は生 育途 中の甘虎が 枯死 してい るこ と も多 々 見受

け られた ｡そ の上 ､ 9月に入 っては台風が 来 し ゆ うした
の で比較的 生 育 の良H･な庶蔓 は析折 を受 け . そ の ために

冬期に至っても燕茎長1m足らずの輯育しかしてなかっ

た｡巧者等が行った琉戯試八韮山支助の間作田租におけ

る台風による庶茎折幻率の調査結果を示すと､箱 2表の

ようになる｡第 2衣に見られるように､虎等の折荘l率6

第 2 袈 台風による此茎7)折折衷

割から7割という大きな風苛を受 け た 先 砧 Jth方 では ､ 甘

戯の生育が秘めてひん堀でLti秘も桝年より10日から20日

程おくれていた｡

沖純本島および帝大収由は､誕朋の下蛤には先島地方

と同掛こ見舛われたが､台風による被笛が小なかったこ

とゝ9月以後の降雨が順調であったために冬1掛こ至っては予想以上の生育を示した｡特に､沖約本砧の北部と1旬大火砧は､夏期の干魅にJ:る被13も比瞭Fr.J少 な く､ また､9月以後に降1瀬虫が多か･'たので例年とほとんど変らない生育をした｡2.生育の状他と出搬茎数串
Tll!誠 の よ うに ljG,'措なJJt牧下にfiった先t.I-b地1JJでは､廿

瓜の/F.何が ひん舶 なだ けでなく川旭V;故郷も榔 め て 必

く､例 年 よ り もtLi旭 の 叫 ､)grで b10Hから20円糾 Jくれ

ていた . また, わ 凪に 止 別 凱 -fが大きかったと似われる

1517泊 の瓜佃 (入 沢 ､'lY良 ､ M It､舶越)や 小 網 (川

Ll;i､於 1.㍍ !) で は ､12nに 入 って も干場 Iこ止ろ抑L絶 た

ぬかれ た.爪.脚 順 々に 州細 して い るtAl･光であったo桝&
由 も石山 偽 とrTIlt,'かこ∠jミffが感 く､ u!伽の乍城を''LK如しで
見たが 出旭 の 姐 ら州 二組 跡 よ､わ(かに火?:Tの吐くにI
yJrriJ.られ 1=に湖 ･yなか ったO
宮 古 鎚は, 爪 白瓜や拘&砧よりも:f魅と巾嶋にtたる的
臼が･火 きか ったために､如拙の状棚も市Jn砧より泌かっ
た

細大 di偽と沖仰木伽ま.9n以後の降TJJが･上かっ1:ゝ
めに例年よりも10日FLliJくれてLb伽,'貼られた｡これら
の地域に脚する出船叢放射こついての朋鵬雌払郡3
衣に示した｡
3.花粉稔性と地域性
甘虎は､宋定常姐こよって叫納しうる物であろため
に､その染色は執成は兇畝性をわびていることが多い｡
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第 3･丑 山 秘 茎 数 串 の 調 査 結 果

調査地域 調教 地 点 椴 付 時朋 調 査 面 符 調 査 茎 数 出 秘 茎 数 出税茎数率

- (秤) (太) (知)

石 川 原 文 的 識 ) - 71998 +i.75*1..2623.718..2三 三 三 ≡ ≡ 烹 三三
払 rl:T 野 傑 出 3 44

｢ 望- 大 ,i:r 夏 椴 l貯 ) フ ★ 0.46
良

(坪) 1429466 *4.7*7.912.916.714.7

I:Pf 下 地 傑 出吏 枇 3(X) -
(秤)

下 地 lCKX)(m2)

古良 点 間 挟 出 (m3B) 31

大 野 越 傑 出 3 36
(Tn3)

大 和 挟 出 3 41

一 男 ~ 准 下 史 組 (誓 ) 89 27 30.4
山王

(Brondc81936)｡したがって､その花粉稔性も低 く､

伯適な射il三下で戚脚しても他Yr物のそれよりもはるかに

低くなるのが梢である∧け1柁舶用N:Co310の･花粉稔性

は､台湾やブイiJツビンでの調登結果によると甘庶品種

の中では股っとも低い品種群に属することが報告されて

いる｡

印者等が行っ†こ前述の調査地点における花粉稔性の調

第 4敦 花 粉 稔 性 の 調 査 結 果

餐結果を示すと､粛 4喪のようになる｡

一般に､甘腔N:Co310の花粉稔性は､沖縄本 島や

雨大栄曲よりも先島地方の方がよく､先島地方のとちで

は干努と風音が少なかった石虚島の米原と富野の方が特

によい.

また､沖縄本島と南大東島では､出穂茎数率は良いが

その花粉稔性は極度に悪いO

下
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このように､調査地域によって出租茎数率及び花粉稔

性が異なるのは､第4糞に示されるように同一調査地域

内で も出穂茎数率と花粉稔性とについてかな りの変異が

見 られることから､主として生育の良否と風再得度の費

によってもたらされたのではないかと思われる｡ところ

が､第 4表のうちで生育 もよく出穂茎数率 もよい調査地

域のみについて見てみると､沖約本島や南大鹿鳥 と先島

地方との問にはかなりの鼻異が見受けられ る｡す な わ

ち～生育 もよく出槻茎数率もよい沖純本島および南大東

良に挙げる甘腔の花粉稔性が､干害および風醤岸度の大

きかったと思われる先島地方における甘瓜の花粉稔性よ

りも低いというのは､ただき糾こ生育の良否や風雪程度の

菱のみによっては説明が困難であるoしたがって､この

よ うな善果は､上述の原因以外の気象的な因子による彩
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帯ではないかと思われろ.

Burr等 (1957)は､甘艦の地租分化や開花に彫 甲 す

る因子として日長､温度.施肥条件､七地､沌度､甘舵

のオウキVy含盈及び光質等を指摘 して居 り､ま た､

Mangelsdorf(1956) は汁戊の劫槌分化に対するこれら

因子の影野を.LT･'･如に報告して居る｡したがって､本調査

に見られるj:うな調査地域の登卿 こよる花粉稔性の産氷

に も､この種の因子による克蜂帯が現われているのではな

いかと思われるOその点を確かめるた釧 こ､沖約本曲､耐

大鋸品および先島地方にお凡､て甘雌の娃背と出秘茎数率

共によい湘E･地点のみについて､その平均花粉稔性と出

他前3ケ月間の先取条件とを比較して見ると､第 5敦の

ようになる｡

弟 5 表 花 粉 稔 性 と先 無 条 件 と の 比 較

平 均 気 温 l 日 間 時 救

-3ケ月-2ケ月-1ケ月 平均-3ケ月-2ケ月-1ケ月

石 垣 島

宮 古 島

沖 柵

南 大 東

7
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1

郡5滋を通覧すると､明らか.lC花粉稔性と平均苅弧凡
び1日当りの平均日柑時教との:閥に軸椎な蛸係が見られ
る｡すなわち､山地'qUD3ケ月間7)平均苅鮎が揃い即､
また､円胴噂散が少ない/Fd花r')緑地がよくll･っていろ
Coleman(1959)は､米河合攻絹7)ワイL:*(Waipio)･
とカイルア(Kai札ua)とにおいて.IIll-j'地/J'7)/̂7(k粂作が Er
.舵の幼穂分化に及ぼす'W甥を知るために捕々aI'火験を15
,>1=結果.両地方の先鋭条件は机ttl.の軌地分化lこ対して
明らかに興った影閏を及ぼすことを旧描し, これ らの
題兄は主として9月の平均収低対敵 (Waipioが68.6F,
Kailuaが71.4F)とR冊時敷くWaipioが8.SON.Kaillueが
3.73f4)とによってもたらされると瀞明した｡ このCole
mantこよる銭験縫兜と第5&とを=LHえ合わせると.木調
必乙おいて見られる調査地域Z)遜矧 こよろ.花粉稔性の題
界にも､この機の組子 (出槌約3ケ月間の平均先払と日
照時歎)による影野が現われているものと考えられろo
すなわち､詔盤地域の差掛こもとすく花粉稔 性 の 屋 界
は､主として干宵や風晋の程度の産によるJl帝の良否に
よってもたらされたが,その他にこれらの地域に於ける

降 水 ■ A･

-3ケ月二蔓ヶ月-1ケ月 平均

8.3 15.1 25.6 16.3

3.1 8.4 32.2 14.6

4.0 4.8 14.8 7.9

18.6 14.2 12.5 ⊥5.1

6.3 5.3 3.7 5.1

6.7 6.1 3.2 5.3

6.6 6.6 3.2 5.8

6.6 5.4 4.9 5.6

川鰍1廿3ケ月閃D/11俄灸L′紬gけ爪協和No:'Co310の地価分

化や榊化促矧 こ邦 ･,た煉榊 をIIj丸T:＼めにいこらされた

とJ5'九られるれ

･･仙 こ机n:什物は.日日の粂作から帽nの発作になる

ほつれて幼拙0)州 ヒが催逃され､出他がITl凍ると･州 こ川

他端故郷 も耶加することが知られているハ(Duct1943)o

また.幼他分化肋以後か l叫 Ld舵舶雌が'rsL､帆 n脚 甘批

が少I,ハ鳩目川 の鵬化や花粉馴 紬･'止くなる｡(CoLem細

1959). その他､恥 'LW),tうにH･州の川日経 州に形幣を

お.上ぽす用墳閃 tは.Mange18dorf (1956).BtIrrて芦

()957)によ,,て純々卿 Itされているが,これらのう宅Hr

雌の開批 E鰍 こ形幣する1空合の大きい判JJ収低'̂拙 ,∩

脚 音臥 相対Fl之庇,降水椛の4川 T･a)也収から帥鵬iこわ

けるけ此採和地の娼II'y相 模対してみると那6J～のよう

になる｡

苅6必 ま.1957呼から1959年迄D3ケ川和a)叩y;)磁場

'JlTd.日脚 毒臥 榊対祁風 体水杭馴 rLM)仙地肌GJrll

心忙しで3ケ月間にわたってJ～J(LlこもCL)である｡いま,

これらの試製田 T･が け雌の伊那E及び花粉俊性に膨W･する
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計

佐相こ対して詔み ず け魯各調鹿地域晦に行ってみると､

那6滋の宙ヲyに 示 されるようになる｡究壌田子につい

ての頂みずけは､掬盤地域のうちで甘僻の開花や花粉稔

他に対して収つと もよい条件を備えていると思われる調

胡瓜城を5とし､戯っとも感い所を1とした｡その結果を

見ると.刑4L'地域2)うちでけPf?の撰朝地として叔っとも

過したl獅ま.石Jn蝕でその次が西淡偽､宮古島となる｡

TIた､JL一脈ieにおいてけJ靴の花粉稔性に影滞すると考え

られた気iTLhとRmの2内子について見ると.4因子につ

いての似合と同様化石Jd偽が瓜っともよいということが

分るqしたがって､ゲy僻なことは/(九ないにしても､

7Tfl純に川 する的帆搾用の適地は石Id曲と見てよいように

泌われる｡

Ⅴ 耕 要

甘庶採越の適地を検討するために､石垣島､西表島､宮

古臥 沖純太良､繭大衆品の5地域に於ける甘庶品位N:Co

310の出槻茎数坪と花粉稔性とを調寮した.その結果､

甘雌の幼槌分化､花粉稔性に彫幣を与える主な気象環境

から見ると､甘雌の採横地としては石垣島が投っともよ

く､沖柵本品と南大東島は般っとも不適なところである

と考えられた｡
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